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一社会的要請としてのコミュニケーション力の育成
（１）入社式の訓示にみられる「コミュニケーション力重視」
平成十九年春の入社式における社長訓示の多くは、「コミュ
ニケーション力の重要性」というテーマをもっていた。テルモ、
ＮＴＴデータ、三菱商事、ＴＢＳラジオ、博報堂、シムラ、日
立
造
船
な
ど
、
鐸
々
た
る
一
流
企
業
の
ト
ッ
プ
が
、
企
業
人
と
し
て
今
ま
さに必要とする能力の一つとして「コミュニケーション力」を
あげている。
例えば、三菱商事は「タテョココミュニケーションを大切に
し、大いに議論をして欲しい」、博報堂は「人と人との「アナ
ログ」なコミュニケーションによって生まれる「信用」『信頼』
『誠意』がビジネスにおいては極めて重要」というような訓示
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
各
訓
示
に
お
い
て
特
徴
的
な
の
は
、
ど
れ
も
が
直
接
的
な
声
の
や
り
と
り
を
求
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
メ
ー
ル
や
文
書
に
よ
「酌む」「察する」を重視したコミュニケーションの指導
（２）新卒者採用選考規準としてのコミュニケーションカ
コ
ミ
ュ
ニ
ヶ
ー
シ
ョ
ン
カ
を
重
視
す
る
企
業
の
姿
勢
は
、
入
社
式
に
お
け
る
社
長
訓
示
に
表
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。
実
は
、
新
卒
者
の
採
用
選考時に企業側が重視する要素（日本経済団体連合会によるア
ンケート調査）は、コミュニケーション能力が四年連続（二○
○七年現在）で第一位Ｔ｝である。
ちなみに二○○六年度のアンケート調査の結果は、一一○○七
年一一月二日に経団連のホームページ上で公開されている。順位
等
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
る間接的なコミュニケーションではなく、顔と顔を突き合わせ
て、お互いをさらけ出しながら行う、アナログなコミュニケー
ションの充実を各社トップは求めている。 折川
司
2６
結果からは、川パーセントという調査に参加した企業のほぼ
全
て
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
重
視
し
て
い
る
実
態
が
確
認
で
き
る
とともに、前年度比からは、コミュニケーション力を重視する
企業が前の年より師ポイントも増加していることが分かる。
各企業は、「ＴＯＥＩＣ剛点以上」というように高度な語学
力
に
限
定
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
要
求
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
点
に
注
意
し
た
い
。
三
菱
商
事
や
博
報
堂
の
社
長
訓
辞
は
、
「
他
者
と
直接的に思いをやりとりする」という、どちらかといえば社会
人
と
し
て
の
基
礎
を
身
に
つ
け
、
確
実
に
運
用
で
き
る
こ
と
を
求
め
て
い
る。各
企
業
は
な
ぜ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
備
え
た
人
材
を
求
め
る
の
であろう。
「他者と一日接的に思いをやりとりする力」が、仕事を遂行す
る
上
で
不
可
欠
で
あ
る
か
ら
と
い
う
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
が
、
国
語
教
師
と
し
て
、
理
解
し
て
お
き
た
い
の
は
、
そ
う
し
た
人
材
が
巷
に
溢
れ
、
第二位「チャレ〉
第三位「協調性」
第四位「主体性」
第五位「誠実性」
第一位「コミュニケーション能力」川％（前圧と屋比肺ポイント増）
第一一位「チャレンジ結挿」剛％（同Ｍポイント増）
剛％（同蛆ポイント増）
棚％〈同期ポイント減）
剛％（同釧ポイント減）
二
国
語
教
師
が
重
視
し
て
き
た
実
践
の
ポ
イ
ン
ト
（１）語彙や技能の習得に軸足を置いた〈外側の指導〉
全
国
の
国
語
教
師
は
、
子
ど
も
た
ち
が
国
語
の
運
用
者
と
し
て
自
立
で
きるよう、様々な工夫を重ねて教育実践を行ってきた。そして、
そうした努力は今なお続いている。
各社の社長訓示や経団連のアンケート調査によって必要性が
叫
ば
れ
る
以
前
か
ら
、
国
語
教
室
に
お
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力は育成するべき最優先学力の一つとなっている。しかし拙稿
「子どものコミュニケーション不全と想像力の低下」（２）におい
ても述べたが、近いところでは平成初めの音声言語重視の方向
性も、伝え合う力の育成という指導方針のシフトも、「現場レ
ベルにおいては」子どもたちのコミュニケーション力を強化す
る上で十分機能できたとは言い難く、そうした実情と向き合う
際に生じる脱力感や不安感は現場教員たちの中に多分にある。
「一生懸命指導しているのに、なぜ子どもにコミュニケーシ
ョンの実践力がつかないのか。」
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
と
い
う
も
の
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
我
々
す
べ
てに身についていれば、入社式の訓示や採用時の選考観点にコ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
云
々
を
盛
り
込
む
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
ことである。
2７
育）というものの特異性なのだが、先丙
だちゃ自らの指導への迷い、ドラステ．
憧れは国語教師たちの間に根強くある。
「五年前、十年前と同じような研究主題でコミュニケーショ
ン力指導に関する研究を行っている。我々の学校の研究は進歩
していないのだろうか。」
実はそのあたりが、生活経験や学力、性格等の異なる多様な
子どもを育成対象とせざるを得ない教育実践研究の難しさ、不
安定さであり、短期間には成果が見えない教育（特に国語科教
育）というものの特異性なのだが、先が見えないことへのいら
だ
ち
や
自
ら
の
指
導
へ
の
迷
い
、
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
変
容
・
進
歩
へ
の
コミュニケーション能力育成という教育課題への対応とし
て、多くの国語教師が各教室において今までに行ってきた、ま
た現在行っている具体的な取り組みは適切なものであると認識
し
て
い
る
。
語
彙
を
豊
富
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、
レ
ト
リ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
技
能
を
習
得
・
練
習
さ
せ
る。また、魅力的な話材や関連する知識がコミュニケーション
を展開する上でいかに重要かを説き、国語の授業において「コ
ミュニケーション」を楽しく学べる模擬体験の機会を数多く提
供する等々。
こうした教師たちの丁寧な取り組みが、「コミュニケーショ
ン」というものが社会生活においていかに重要であり、充実し
たコミュニケーションを成り立たせる要素が何であるかを、子
どもたちに確認させる重要な役割を担っていたことはしっかり
と理解しておかなければならない。
しかしながら、国語科教育の現場が、自身が納得する成果を
未だ生み出し得ていないことをふまえて、コミュニケーション
力の育成指導に関する改善点をあえてあげるとすれば、それは
語彙や技能の獲得、伝達内容の収集のような〈外側の指導〉に
どちらかと一一一一口えば軸足を置いてきた従来の国語教育の在り方で
あ
ろ
う
。
（２）〈外側の指導〉と〈内側の指導〉
一般的なコミュニケーションにおいて大切なのは、コミュニ
ケートの意志と、内一一一一口を含む実際のコミュニケーション行為、
そ
し
て
結
果
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
日
常
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ンの実践では、〈外側の指導〉の中で扱われる内容、例えば
「何を伝えるか」「何を受け止めるか」「どのように話すか」「文
章構成をどうするか」等々が当然のことながら前面に出る。
くり返すが、こうした〈外側の指導〉において扱われる内容
は非常に重要なものである。しかし、だからと言って、国語教
室において〈外側の指導〉ばかりを反復していては、真のコミ
ュニケーション実践力は身につかない。
というのも、国語科においては言葉というツールの使用や言
２８
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術
を
要
求
す
る
が
、
決
し
て
言
葉
の
使
用
そ
の
も
の
や
技
術
の
行
使
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
目
的
な
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
言
葉
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
す
べ
て
で
も
な
い。こうした目的意識や階位性の認識が希薄になって
し
ま
う
と
、
目
に
見
え
る
も
の
が
優
先
さ
れ
る
、
〈
外
側
の
指
導
〉
に
寄
りかかった国語教育が展開される危険性が出てくる。
そ
の
た
め
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
育
成
指
導
に
お
い
て
は
、
〈
外
側
の
指
導
〉
だ
け
で
な
く
、
〈
内
側
の
指
導
〉
も
ま
た
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実
践していくことが重要になってくる。
ここで言う〈内側の指導〉とは、相手やまわりの思いや置か
れている状況等を想像し、酌み取っていく力、察する力の育成
指導である。コミュニケーション力育成の成果としての力でも
あり、コミュニケーションを実践する際の出発点でもある。情
意
的
な
側
面
の
指
導
と
換
言
し
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
（３）言葉以外の面での歩み寄りと〈内側の指導〉
有元秀文は、授業中の教師と子どもの発一一一一口を分析して、子ど
もの心を開くことのできる教師のコミュニケーションの特徴を
次のように整理している。（３）
①子どもの発言を否定したり批判したりしないで、すべて共
右
に
整
理
さ
れ
た
特
徴
か
ら
は
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
な
要素の一つ」として子どもを位置づけ、受け止め、尊重する教
師の姿勢を見て取ることができる。〈内側の指導〉の教師自身
による実践である。
子どもとの間に心理的な距離を保ち続けるのではなく、コミ
ュニケーションを共に作り上げるパートナーとして、’’一一口葉以外
の
面
で
も
歩
み
寄
ろ
う
と
す
る
。
そ
こ
に
は
、
愛
語
・
愛
心
（
有
元
は
「愛情」という表現をしている）をもって子どもの心をやわら
かく酌み取り、察していく姿勢がある。相手そのものを察し理
解するという姿勢と、相手そのものを包み尊重する温かな言葉
の重要性が示されていると読み取ることができよう。
こうした姿勢や含まれている要素は、〈内側の指導〉によっ
て
子
ど
も
が
身
に
つ
け
る
べ
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
要
素
で
も
あ
る。
感して受容する。
②
子
ど
も
の
発
言
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
問
い
た
だ
し
た
り
補
足したりする。
③発言が議論の本筋から逸れたときは、修正する。
④明らかな誤りは正す。
⑤教師の意見は言わない。押しつけない。
2９
一一一聴き手中心のコミュニケーション指導
（１）聴き手のことを察するための四つの工夫
取り上げる事例は、金沢大学教育学部附属小学校の山本瑞穂
教諭（４）が平成一九年六月に行った授業実践（単元名「心に効
く読むクスリをつくろう」・小学校三年生三十三名を対象）で
ある。子どもたちが物語を自作し、その物語がもたらす「効用」
を子ども自身が整理・分析するという単元展開となっている。
この実践には、物語の創作指導やメタ評価など多くの実験的
要素が含まれているが、なかでも興味深いのは、コミュニケー
ション力の育成に関する取り組みである。
山本は、子どもたちが意見をくり返し交流させ、異質な思考
と出会い、それらに触発されることによって各自の思考を拡充
させることを目指している。そうした過程において、「重要な
のは話し手が聴き手の思いを酌むことである」という価値観を
子どもたちと共有するとともに、それを次の四つの具体的な工
夫として示し、実行を促している。
では、国語科において、具体的にどのように学習指導を行っ
ていけばよいのであろうか。次に、内側と外側の指導をバラン
スよく展開している授業事例を紹介したい。
のは、単に「話し手を話しやすくする」ことを狙ったものでは
ないということである。発想の起点には話し手中心の考え方は
なく、「話し手が聴き手の思いを酌む」という価値観にもとづ
いた聴き手への心配りが強く意識されているということを再度
確認しておきたい。そうした価値観のもとで、話し手主導の一
方的な情報伝達を回避し、話し手と聴き手の双方が、話の内容
と相手に相互に歩み寄ることを期待しているのである。
次項は、各工夫の効用について簡単に整理したものである。
（２）話の主導権を聴き手に渡すことの効用
三夫Ａ最初に主張を述べ、次にその根拠を述べる】
これは話の構成に関する工夫である。主張が結末に位置する
尾括型の構成ではなく、前倒しで示されることによって聴くと
きの視点が与えられ、聴き手は迷うことなく話を受け止めるこ
と
が
で
き
る
。
工夫Ａ
工夫Ｂ
工夫Ｃ
工夫，
ＡからＤは、「話し手に求める工夫」であるが、注意したい
最初に主張を述べ次にその根拠を述べる。
場のムードを読み、必要な「間」を置く。
聴き手に理解度を確認する。
経験をもとにした分かり易い例え話を入れる。
3０
三
夫
Ｂ
場
の
ム
ー
ド
を
読
み
、
必
要
な
「
問
」
を
置
く
］
こ
れ
は
聴
く
行
為
に
時
間
的
な
余
裕
を
も
た
せ
る
と
い
う
工
夫
で
あ
る
。
音
声
言
語
の
や
り
と
り
は
再
現
性
が
低
く
、
ま
た
あ
る
程
度
の
速
度
を伴って連続するため、特に聴き手は大きな心理的圧迫感の中
で
聴
く
と
い
う
行
為
を
行
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
聴
き
手
の
難
し
い
状
況
に
配
慮
し
、
聴
き
手
が
思
考
を
整
理
し
な
が
ら
丁
寧
に
聴
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
場
の
雰
囲
気
作
り
に
も
欠
か
せ
な
い
工
夫
で
あ
る
。
三夫Ｄ経験をもとにした分かり易い善え話を入れる］
これは聴きとった複数の情報を確実に関連づけるための工夫
である。たとえ苦労して聴き取ることができたとしても、取り
込
ん
だ
情
報
が
他
の
知
識
や
自
己
の
経
験
と
リ
ン
ク
で
き
な
い
状
態
に
あ
三夫Ｃ聴き手に理解度を確認する］
こ
れ
は
聴
き
手
の
理
解
の
ペ
ー
ス
を
知
る
た
め
の
工
夫
で
あ
る
。
話
し
手が、「内容を理解できているかどうか」という質問を折に触
れ
て
投
げ
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
聴
き
手
は
自
身
が
話
に
つ
い
て
い
く
ことができているかどうかを話し手に示すチャンスを与えられ
るのである。
ったり、暖昧なものであったりしては真の理解にはつながらな
い
。
分
か
り
易
い
書
え
話
を
挿
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
取
り
込
ん
だ
情
報が具体的なイメージになったり、情報間のリンクが強固にな
ったりする。
（３）〈内側の指導〉を起点とした〈外側の指導〉
山本教諭が子どもたちと共有した四つの工夫の根底には、話
の
主
導
権
は
聴
き
手
が
も
っ
て
い
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
が
あ
る
。
山
本
実
践は、聴き手のことを意識し、聴き手の思いや置かれている状
況を察する、想像するということの重要性を常に教師と子ども
が共有（〈内側の指導こし、その理念を具現化するために四つ
の工夫という具体的な取り組み穴外側の指導〉）を行ったもの
であると言える。〈内側の指導〉への意識が先行し、その実現
のために〈外側の指導〉を位置づけたという指導の順序性と関
連性がうかがわれるバランスのとれた実践となっている。
四
相
手
の
総
体
を
読
み
な
が
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〈内側の指導〉は、言葉以外の情報を読むという実践でもあ
る。〈内側の指導〉を意識しない授業であれば、相手の内言を
察したり、状況に配慮したりする意識は希薄になり、常に自己
が優先されるコミュニケーションが立ち上がる。特に、｜般的
３１
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
主
導
権
を
握
っ
て
い
る
は
ず
の
発
信
者
は、自分の一一一一口いたいことをいかに言語化して相手に送るかを第
一に考え、受信者を置き去りにしてしまう。
しかし、山本実践のように「〈内側の指導〉を意識したく外
側
の
指
導
こ
を
長
い
ス
パ
ン
で
計
画
的
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
展
開
で
き
れ
ば、話し手は聴き手を、聴き手は話し手を慮ったコミュニケー
ションの実践力が鍛えられよう。短期間にドラスティックな成
果
を
あ
げ
る
こ
と
に
は
向
か
な
い
が
、
国
語
科
教
育
の
現
場
に
お
い
て
「コミュニケーション力の育成指導が思ったように進展しない」
ことへの一つの打開策となってくれるに違いない。
ま
た
、
〈
内
側
の
指
導
〉
に
よ
っ
て
相
手
を
優
先
さ
せ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ーションを実現させようとすることは、言葉によって得られる
情
報
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
相
手
の
総
体
と
い
う
言
葉
以
外
の
様
々
な
情
報をも関連させて総合的に対象・事象を読み解くという学習活
動でもある。つまり、国蟹型の読解力の育成にも寄与する学習
指
導
と
し
て
今
後
一
層
重
視
し
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
る
と
も
言
え
よ
》フ。
注
及
び
引
用
文
献
（１）日本経済団体連合会甲南より引用
可耳ロヘベラミ貢二・六の】ユ巴目、。．。『．ご△昌国。（脂あべ己○庁豈へｍＣＣヨ三三）の．ゴヨ］
参
考
文
献
（１）竹内常一「少年期不在」青木書店、一九九八
（２）富田富士也『学校は出たけれど』北水、二○○｜
（３）中島義道戸対話〉のない社会』ＰＨＰ研究所、一九九
七
（４）中村文夫「子供部屋の孤独』学陽書房、’九八九
（２）折川司「子どものコミュニケーション不全と想像力の低
下」『語学・文学研究』第三四号、金沢大学教育学部国
語
国
文
学
会
、
二
○
○
六
、
七
’
’
七
頁
（３）有元秀文二国際的な読解力」を育てるための「相互交
流のコミュニケーション」の授業改革』渓水社、二○
○
六
、
’
一
六
頁
（４）山本教諭は平成一八年度から金沢大学大学院教育学研究
科修士課程（国語教育専攻）に在籍。本実践の詳細は、
本誌「語学・文学研究』第三五号（本号）に報告され
ている。
（本学教員）
3２
